
 

 

 
報道関係 各位 

2020 年12 月20 日 
株式会社日本レースプロモーション 

 

12 月19 日（土）〜20 日（日） 

2020 年 全日本スーパーフォーミュラ選手権 第7 戦 富士スピードウェイ 

決勝結果速報 

 
坪井 翔（ジェームス ピーエムユーセルモインギング）、今季2 勝目を飾る！ 

山本 尚貴（ドコモ・チーム・ダンディライアン・レーシング）が、3 度目のドライバーズチャンピオンを獲得！！ 
 

2020 年 全日本スーパーフォーミュラ選手権 第7 戦 富士スピードウェイ 決勝が、静岡県駿東郡小山町 富士スピードウェイ レーシ

ングコース（1 周：4.563ｋｍ）で行われ、2 番手からスタートした坪井 翔（ジェームス ピーエムユーセルモインギング）が、今季2 勝目を飾

った。2 位には、大湯 都史樹（ティーシーエス・ナカジマレーシング）、3 位には松下 信治（バズ レーシング ウィズ ビーマックス）が入

った。 

 

晴天ながら気温9 度、路面13 度という寒さの中で決勝レースが行なわれ、2 番手からスタートした坪井が、今季2 勝目を果たした。チ

ャンピオンが掛かった山本と平川 亮（イトウチュウエネクス チーム インパル）の直接対決は、3 番手からスタートした山本と、8 番手スタ

ートの平川が OTS を使いながら熾烈なバトルを繰り広げたが、山本が平川を見事に抑え 4 位でフィニッシュした。予選Q1 のトラックリミ

ット違反により最後尾からスタートしたニック・キャシディ（バンテリン チーム トムス）は、怒涛の 15 台の追い上げを見せるが、惜しくも及

ばず 5 位フィッシュ。また、ポールポジションからスタートし、逆転チャンピオンを狙っていた野尻 智紀（チーム・ムゲン）は、マシントラブ

ルにより無念のリタイアとなった。 

 

この結果、62 ポイントを獲得した山本が自身3 度目のドライバーズチャンピオンに輝いた。シリーズ 2 位は 60 ポイントの平川、シリー

ズ 3 位は 50 ポイントの坪井となった。また、ルーキー・オブ・ザ・イヤーには、41 ポイントを獲得した大湯が輝いた。 

 

 ＊ランキングポイントは、オフィシャルサイトに掲載いたしますので、そちらをご参照ください。 

 

 ＊記録の詳細は、別途添付公式通知「決勝 正式結果表」をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今季2 勝目を飾った、 

坪井 翔（ジェームス ピーエムユーセルモインギ

ング） 

3 度目のドライバーズチャンピオンに輝いた、 

山本 尚貴（ドコモ・チーム・ダンディライアン・レーシング） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊この件に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 
株式会社日本レースプロモーション（http://www.superformula.net/） 

102-0074東京都千代田区九段南2-3-25 平安堂ビル 
e-mail：media@superformula.net  Tel:03-3237-0131 Fax：03-3237-0135 

 


